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藤

原

京

の
「
条

坊

制
」

中

村

太

一

は

じ

め

に

藤
原
京
の
京
域
と
条
坊
地
割
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
九
年
に
発
表

さ
れ
た
岸
俊
男
氏
の
学
説
が
通
説
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し

一
九
七
九
年
頃
か
ら
、
そ
の
想
定
京
域
外
で
条
坊
地
割
遺
構
が
検
出

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
京
域
を
北
に
ず
ら
し
た
千
田
稔
氏
の
説
や
、

い
わ
ゆ
る
大
藤
原
京
説
と
呼
ば
れ
る
秋
山
日
出
雄
、
阿
部
義
平
、
押

部
佳
周
の
各
氏
の
諸
復
原
案
が
提
示
さ
れ
て
き
た
（
図
１
）
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
一
九
九
六
年
に
橿
原
市
土
橋
遺
跡
や
桜
井
市

上
之
庄
遺
跡
で
、
諸
復
原
案
の
さ
ら
に
外
に
位
置
し
、
な
お
か
つ
藤

原
京
の
京
極
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
条
坊
道
路
遺
構
が
発
掘
さ
れ
た
。

こ
れ
に
触
発
さ
れ
た
筆
者
は
、
旧
稿
「
藤
原
京
と
『
周
礼
』
王
城
プ

ラ
ン
」
を
『
日
本
歴
史
』
五
八
二
号
に
寄
稿
し
、
10
里
四
方
の
京
域

と
「
10
条
×
10
坊
」
の
条
坊
地
割
を
有
す
る
藤
原
京
説
を
提
案
し
た
。

し
か
し
旧
稿
は
、
形
式
的
に
も
内
容
的
に
も
中
間
報
告
の
色
彩
が
強

く
、
検
討
不
足
の
面
や
誤
謬
を
犯
し
た
点
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。

ま
た
旧
稿
発
表
に
相
前
後
し
て
、
ほ
ぼ
同
様
な
復
原
を
す
る
小
沢
毅

氏
の
研
究
が
出
さ
れ
、
そ
の
後
、
黒
崎
直
氏
か
ら
異
な
る
復
原
案
も

提
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
今
回
、
旧
稿
の
一
部
を
修
正
し
つ
つ
、
藤
原

京
の
「
条
坊
制
」
に
つ
い
て
再
論
し
た
い
。
都
城
研
究
は
、
京
域
や

条
坊
制
の
復
原
の
み
な
ら
ず
、
宮
の
構
造
、
宅
地
利
用
の
実
態
、
交

通
・
物
流
・
用
排
水
の
問
題
、
都
城
居
住
者
や
そ
の
生
活
な
ど
の
分

析
が
深
化
し
、
そ
れ
ら
を
総
体
的
に
捉
え
る
段
階
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
同
時
に
、
条
坊
制
は
都
城
制
の
根
幹
を
成
す
制
度
で
あ
り
、

ま
た
藤
原
京
の
そ
れ
は
、
依
然
と
し
て
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
な
お
立
論
の
都
合
上
、
旧
稿
の
一
部
が
本
稿
と
重
複
す
る
が
、

ご
容
赦
願
い
た
い
。

ま
ず
最
初
に
、
本
稿
で
使
用
す
る
用
語
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

都
城
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
天
武
朝
で
造
営
が
開
始
さ
れ
た
が
、
様
々

な
事
情
か
ら
中
断
し
た
も
の
を
新
城
。
持
統
朝
で
造
営
が
再
開
さ
れ
、

飛
鳥
浄
御
原
令
制
下
で
運
営
さ
れ
た
も
の
を
新
益
京
。
大
宝
令
制
下

で
運
営
さ
れ
た
も
の
を
藤
原
京
と
表
記
す
る
。
ま
た
条
坊
制
に
関
す

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）（

10
）

（
11
）
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図１ 藤原京京域の諸説（条坊呼称は、岸説とその延長呼称による。）
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る
用
語
で
は
、
い
わ
ゆ
る
碁
盤
の
目
状
の
地
割
を
条
坊
地
割
。
○
条

○
坊
と
い
う
よ
う
に
、
数
詞
を
使
用
し
て
地
番
や
行
政
区
分
を
表
示

す
る
方
法
を
条
坊
呼
称
（
法
）
。
条
坊
地
割
と
条
坊
呼
称
と
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
っ
て
成
立
す
る
シ
ス
テ
ム
を
条
坊
制
と
す
る
。
そ
し
て
、

地
名
を
も
っ
て
坊
名
を
呼
称
す
る
も
の
は
固
有
坊
名
と
称
し
て
、
条

坊
呼
称
と
は
区
別
し
た
い
。

な
お
、
藤
原
京
で
は
条
坊
呼
称
が
存
在
し
な
い
と
考
え
る
が
、
先

行
研
究
と
の
整
合
性
を
得
る
た
め
に
、
遺
跡
の
位
置
を
表
示
す
る
場

合
な
ど
に
限
っ
て
、
現
在
一
般
的
に
通
用
し
て
い
る
岸
説
と
そ
の
延

長
に
よ
る
条
坊
呼
称
を
便
宜
的
に
使
用
す
る
。
ま
た
、
私
案
に
よ
る

位
置
表
示
方
法
に
関
す
る
も
の
は
、「
北
第
４
条
」
な
ど
と
「
」
つ
き

で
示
し
、
平
城
京
以
降
の
条
坊
呼
称
と
は
区
別
す
る
。

一

藤
原
京
の
京
域
と
条
坊
地
割

１

京
域
の
推
定

京
極
遺
構
が
最
初
に
出
土
し
た
土
橋
遺
跡
で
は
、
北
四
条
大
路
と

西
十
坊
大
路
の
Ｔ
字
型
交
差
点
等
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

北
四
条
大
路
が
西
十
坊
大
路
以
西
に
検
出
さ
れ
な
い
点
か
ら
、
西
十

坊
大
路
が
、
藤
原
宮
中
軸
線
か
ら
西
５
里
に
位
置
す
る
京
極
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

次
い
で
京
極
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
上
之
庄
遺
跡
で
は
、
土
橋
遺
跡

と
ほ
ぼ
東
西
対
称
の
位
置
か
ら
東
十
坊
大
路
が
出
土
し
た
。
残
念
な

が
ら
調
査
区
の
関
係
で
交
差
点
は
出
土
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
東
十

坊
大
路
の
東
側
で
は
条
坊
道
路
が
検
出
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
東
京

極
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
土
橋
遺
跡
な
ど
の
西
十
坊
大
路
や
東
十
坊
大
路
は
、
北
四

条
大
路
よ
り
も
北
に
延
び
て
い
る
。
別
の
調
査
で
は
、
西
三
坊
坊
間

路
が
北
六
条
条
間
路
を
越
え
て
北
に
延
び
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、

京
域
は
少
な
く
と
も
北
六
条
大
路
ま
で
拡
が
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
こ
の
北
六
条
大
路
が
北
京
極
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

秋
山
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
北
六
条
大
路
以
南
で
墳
丘
が
削
平
さ

れ
た
古
墳
が
出
土
す
る
か
ら
で
あ
る
（
図
１
）
。
北
六
条
大
路
は
藤
原

宮
中
軸
線
か
ら
北
５
里
に
な
り
、
東
西
京
極
と
同
様
に
、
北
京
極
も

中
軸
線
か
ら
５
里
の
位
置
に
設
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
東
・
西
・
北
京
極
は
、
土
橋
遺
跡
を
発
掘
し
た
橿

原
市
教
育
委
員
会
と
見
解
を
全
く
同
じ
く
す
る
。
し
か
し
、
南
京
極

に
つ
い
て
は
、
橿
原
市
教
委
が
藤
原
宮
中
軸
線
か
ら
南
４
里
と
し
た

の
に
対
し
、
筆
者
は
や
は
り
中
軸
線
か
ら
南
５
里
の
ラ
イ
ン
に
設
定

さ
れ
た
と
考
え
る
。
こ
の
南
京
極
が
成
り
立
つ
可
能
性
に
つ
い
て
は
、

旧
稿
で
、
朱
雀
大
路
が
十
二
条
大
路
よ
り
も
南
へ
延
び
る
こ
と
、
見

瀬
丸
山
古
墳
前
方
部
の
北
端
が
想
定
京
極
に
沿
っ
て
崩
壊
し
て
い
る

こ
と
か
ら
推
測
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。

以
上
の
点
か
ら
、
藤
原
京
域
は
、
藤
原
宮
を
中
心
に
置
い
た
、
10

里
四
方
の
正
方
形
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
。

（
12
）

（
13
）

（
14
）
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２

条
坊
地
割
の
復
原

次
に
、
藤
原
京
の
条
坊
地
割
を
考
え
て
み
た
い
。

平
城
京
以
降
の
都
城
は
、
１
坊
＝
１
里
四
方
（
16
町
）
が
原
則
に

な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
岸
氏
は
、
藤
原
京
は
１
坊
＝
0.5
里
四
方
（
４

町
）
で
あ
っ
た
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
喜
田
貞
吉
説
以
来
、

史
料
１
・
２
・
３
を
用
い
て
、
藤
原
京
を
12
条
×
８
坊
に
復
原
す
る

の
が
通
説
で
あ
っ
た
こ
と
。
岸
氏
が
、
横
大
路
・
中
ツ
道
・
下
ツ
道
・

阿
倍
山
田
道
で
囲
ま
れ
る
南
北
６
里
×
東
西
４
里
の
範
囲
を
京
域
と

考
え
、
そ
の
中
に
12
条
×
８
坊
を
割
り
付
け
た
か
ら
で
あ
る
。

史
料
１

『
養
老
職
員
令
』
左
京
職
条

左
京
職

右
京
職
准
ዝ�

此
。
管
二

一
司
一

。

大
夫
一
人
。（
中
略
）
亮
一
人
。
大
進
一
人
。
少
進
二
人
。
大

属

一
人
。
少
属
二
人
。
坊
令
十
二
人
。
使
部
卅
人
。
直
丁
二
人
。

史
料
２

『
養
老
戸
令
』
置
坊
長
条

凡
京
毎
ዝ�

坊
置
二

長
一
人
一

。
四
坊
置
二

令
一
人
一

。
（
後
略
）

史
料
３

『
令
集
解
』
職
員
令
左
京
職
条
朱
説

朱
云
。
四
坊
置
二

令
一
人
一

。
是
以
知
。
京ａ

可
ዝ�

有
二

十
二
條
一

耳
。

四
坊
置
二

令
一
人
一

者
。
假ｂ

令
。
有
二

大
宮
等
一

雖
ዝ�

不
ዝ�

足
二

四
坊

一

。
猶
置
ዝ�

令
耳
。
（
後
略
）

藤
原
京
を
12
条
×
８
坊
と
し
て
き
た
の
は
、
史
料
１
・
２
・
３
ａ

か
ら
、
①
左
京
に
４
坊
担
当
の
坊
令
が
12
人
い
る
の
で
、
左
京
の
坊

数
は
48
坊
。
②
右
京
も
左
京
に
準
ず
る
の
で
、
全
体
の
坊
数
は
96
坊
。

③
史
料
３
ａ
に
12
条
と
あ
る
の
で
、
１
条
当
た
り
の
坊
数
は
８
坊
、

と
計
算
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
後
、
井
上
和
人
氏
が
、
出
土
し
た
条
坊
道
路
の
規
模

を
整
理
し
、
岸
説
奇
数
大
路
は
偶
数
大
路
よ
り
狭
か
っ
た
可
能
性
を

指
摘
し
た
。
こ
れ
を
承
け
た
阿
部
氏
は
、
岸
説
偶
数
大
路
が
大
路
、

奇
数
大
路
が
条
間
・
坊
間
路
に
当
た
る
と
し
、
１
坊
＝
１
里
四
方
で

12
条
×
８
坊
と
い
う
広
大
な
藤
原
京
を
復
原
し
た
。

ま
た
、
最
近
の
小
沢
氏
の
整
理
に
よ
る
と
、
藤
原
京
条
坊
道
路
の

幅
員
規
格
は
、
45
大
尺
（
約
16
メ
ー
ト
ル
）
、
25
大
尺
（
約
９
メ
ー

ト
ル
）
、
20
大
尺
（
約
７
メ
ー
ト
ル
）
の
三
段
階
に
集
約
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
が
岸
説
の
偶
数
大
路
・
奇
数
大
路
・
小
路
で
見
出
せ
る
と
い

う
。
特
別
に
広
い
と
さ
れ
て
き
た
六
条
大
路
も
、
他
の
岸
説
偶
数
大

路
と
同
一
規
格
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
筆
者
も
１
坊
＝
１
里
四
方
と
考
え
る
。
な
ぜ

な
ら
、
条
坊
道
路
の
規
格
を
整
合
的
に
解
釈
で
き
る
と
と
も
に
、
先

の
坊
令
関
連
規
定
が
、
復
原
私
案
と
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。

令
本
文
の
み
を
見
る
限
り
、
実
は
喜
田
説
以
来
の
計
算
に
は
矛
盾

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
総
坊
数
の
中
に
藤
原
宮
域
（
岸
説
で
は
16
坊
分
）

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
16
坊
を
除
く
と
、
坊
数
は
80

坊
に
な
る
。
そ
し
て
、
史
料
２
に
基
づ
い
て
坊
令
が
４
坊
ず
つ
担
当

す
る
と
考
え
る
と
、
坊
令
は
左
右
京
そ
れ
ぞ
れ
10
人
で
よ
い
こ
と
に

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）
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な
り
、
史
料
１
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
に
、
史
料
３
ｂ
か
ら
、
宮
域
を
含
む

条
の
坊
令
管
轄
区
域
は
４
坊
未
満
と
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
解
釈
や
、
藤
原
京
が
12
条
に
復
原
さ
れ
る
根
拠
と
な
っ
て
き

た
史
料
３
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
史
料
批
判
が
行
わ
れ
て
き
た
と
は

言
い
難
い
。
詳
し
い
検
討
は
第
三
章
に
譲
っ
て
結
論
だ
け
述
べ
る
と
、

史
料
３
は
、
藤
原
京
の
復
原
に
は
利
用
で
き
な
い
と
考
え
る
。

そ
こ
で
京
域
復
原
私
案
を
基
に
、
１
坊
＝
１
里
四
方
と
考
え
て
条

坊
地
割
を
割
り
付
け
る
と
、
「
10
条
×
10
坊
」
に
復
原
で
き
る
（
図

２
）
。
そ
し
て
、
藤
原
宮
域
は
４
坊
分
に
相
当
す
る
の
で
、
こ
れ
を
除

い
た
坊
数
は
96
坊
。
し
た
が
っ
て
、
左
右
京
別
で
48
坊
に
な
り
、
４

坊
×
12
人
と
計
算
で
き
る
令
本
文
に
一
致
す
る
。

ま
た
、
１
里
間
隔
の
条
坊
地
割
を
仮
定
し
て
も
、
本
薬
師
寺
な
ど

が
大
路
に
南
門
を
開
く
状
況
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
筆
者
は
、
藤
原
京
条
坊
地
割
を
１
坊
＝
１
里
四
方

で
「
10
条
×
10
坊
」
に
復
原
す
る
。

な
お
、
現
存
す
る
令
本
文
は
養
老
令
の
も
の
で
あ
る
が
、
戸
令
置

坊
長
条
（
史
料
２
）
や
戸
令
取
坊
令
条
と
ほ
ぼ
同
じ
文
章
が
、
大
化

改
新
詔
に
見
え
る
。
し
か
も
、
改
新
詔
の
一
部
の
語
句
は
、

古
記
か
ら
判
明
す
る
大
宝
令
の
も
の
と
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

改
新
詔
の
坊
長
・
坊
令
関
連
規
定
は
、
養
老
令
文
に
酷
似
し
た
大
宝

令
を
基
に
述
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
点
か
ら
、
養
老
令
に

見
え
る
坊
令
制
度
は
、
大
宝
令
で
も
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
り
、
藤
原
京

段
階
に
遡
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
復
原
案
に
対
し
て
黒
崎
氏
は
、
①
宮
域
を
除
い
た
坊
令
配
置

は
、
史
料
３
ｂ
か
ら
疑
問
。
②
坊
令
配
置
が
横
大
路
・
下
ツ
道
・
中

図
２

新
城
・
新
益
京
・
藤
原
京
の
設
計
（
城
坊
呼
称
は
私
案
の
位
置
表
示
方
法
）
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ツ
道
な
ど
を
跨
ぐ
こ
と
に
な
り
、
幹
線
道
路
の
存
在
を
軽
視
。
③
調

査
区
の
関
係
か
ら
、
土
橋
遺
跡
の
西
十
坊
大
路
が
西
京
極
に
な
る
と

は
断
定
し
き
れ
な
い
、
と
い
っ
た
点
を
批
判
し
、
新
し
い
見
解
を
示

し
て
い
る
（
図
１
）
。

し
か
し
①
の
点
は
、
第
三
章
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
史
料
３
自
体

に
問
題
が
あ
る
。
ま
し
て
黒
崎
説
は
、
南
北
10
条
に
復
原
さ
れ
て
お

り
、
史
料
３
ａ
と
矛
盾
す
る
。
一
つ
の
史
料
の
う
ち
、
一
方
を
採
用

し
、
他
方
を
使
わ
な
い
と
い
う
の
は
問
題
が
あ
ろ
う
。

②
に
つ
い
て
は
、
大
和
国
の
幹
線
道
路
と
、
藤
原
京
内
の
行
政
区

画
は
、
別
次
元
の
問
題
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

坊
令
の
管
轄
区
域
が
幹
線
道
路
を
跨
い
で
も
構
わ
な
い
と
考
え
る
。

③
の
点
に
関
し
て
は
、
土
橋
遺
跡
だ
け
で
は
黒
崎
氏
の
よ
う
な
疑

問
も
、
あ
る
い
は
生
じ
よ
う
。
し
か
し
、
上
之
庄
遺
跡
で
も
東
十
坊

大
路
の
外
側
に
条
坊
地
割
が
出
土
し
な
か
っ
た
こ
と
を
み
る
と
、
や

は
り
こ
れ
ら
の
大
路
が
京
極
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

他
に
も
黒
崎
説
に
は
、
墳
丘
が
残
る
古
墳
の
分
布
と
矛
盾
す
る
北

京
域
の
想
定
や
、
畝
傍
山
西
麓
に
切
り
通
し
が
あ
る
こ
と
か
ら
四
条

大
路
以
南
に
も
西
十
坊
大
路
が
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
、
と
い
っ

た
点
で
疑
問
が
残
る
。

二

藤
原
京
条
坊
地
割
の
源
流
と
形
成

１

条
坊
地
割
計
画
の
源
流

第
一
章
の
よ
う
に
藤
原
京
を
復
原
し
て
み
る
と
、『
周
礼
』
考
工
記

に
見
え
る
都
城
プ
ラ
ン
と
の
類
似
性
に
気
付
く
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

中
央
宮
闕
や
「
九
経
九
緯
」
な
ど
の
一
致
点
、「
方
九
里
」
と
の
近
似

を
、
旧
稿
で
詳
し
く
述
べ
た
。
要
す
る
に
、
基
本
的
に
は
『
周
礼
』

を
典
拠
に
藤
原
京
が
設
計
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
何
故
『
周
礼
』
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
計
画
が
採
用
さ
れ

た
の
か
に
つ
い
て
も
、
日
本
都
城
の
特
質
に
関
す
る
浅
野
充
氏
の
指

摘
を
踏
ま
え
、『
周
礼
』
の
プ
ラ
ン
を
模
倣
す
る
こ
と
で
、
中
華
の
都

城
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
。
あ
る
い
は
、
藤
原
京
条
坊
地
割
が
計
画

さ
れ
た
時
期
は
遣
唐
使
の
派
遣
が
中
断
し
て
お
り
、
唐
長
安
城
の
情

報
を
持
ち
得
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
、
旧
稿
で
論
じ
た
。

本
稿
で
は
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
東
ア
ジ
ア
内
に
お
け
る
類
例
を
あ

げ
て
お
き
た
い
。
他
に
『
周
礼
』
の
プ
ラ
ン
を
実
現
し
た
都
城
と
し

て
、
後
金
（
清
）
が
北
京
入
城
前
に
都
と
し
た
、
遼
寧
省
の
瀋
陽
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
金
の
燕
京
や
、
そ
れ
を
造
り
直
し
た
元
の
大
都
も
、

『
周
礼
』
の
プ
ラ
ン
に
相
似
す
る
。
藤
原
京
を
含
め
て
共
通
す
る
の

は
、
い
ず
れ
も
中
国
周
辺
の
異
民
族
が
建
設
し
た
都
城
と
い
う
点
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
中
国
周
辺
の
異
民
族
が
よ
り
中
華
た
ら
ん
と
欲
し
、

あ
る
い
は
他
に
手
本
が
無
く
、『
周
礼
』
の
プ
ラ
ン
を
律
儀
に
実
現
し

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）
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た
こ
と
に
よ
る
共
通
性
で
は
な
か
ろ
う
か
。

２

藤
原
京
の
多
元
構
造

こ
こ
で
は
、
藤
原
京
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
踏
み
込
む
前
に
、
設

計
・
造
成
・
建
築
の
各
レ
ベ
ル
の
藤
原
京
の
構
造
と
、
そ
の
相
異
に

つ
い
て
整
理
す
る
。
こ
の
各
レ
ベ
ル
の
藤
原
京
は
、
必
ず
し
も
一
致

を
み
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
口
に
復
原

と
い
っ
て
も
、
ど
の
レ
ベ
ル
の
藤
原
京
を
復
原
す
る
の
か
が
問
題
に

な
る
し
、
そ
れ
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
議
論
が
噛
み
合
わ
な
く
な
る
。

設
計
レ
ベ
ル
の
藤
原
京
は
、
宮
を
中
心
と
し
た
10
里
四
方
の
京
域

を
有
し
、
内
部
を
１
里
間
隔
で
区
画
し
た
も
の
が
該
当
す
る
と
考
え

ら
れ
る
（
図
２
）
。
こ
れ
は
、
坊
令
関
連
規
定
と
合
致
し
、
条
坊
地
割

が
造
営
さ
れ
な
か
っ
た
丘
陵
部
な
ど
を
含
む
現
実
の
姿
と
は
矛
盾
す

る
こ
と
か
ら
、
厳
密
に
は
設
計
レ
ベ
ル
の
構
造
と
い
え
る
。

そ
の
具
体
的
な
設
計
は
、
藤
原
宮
が
横
大
路
・
中
ツ
道
・
下
ツ
道

か
ら
等
距
離
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
よ
り
、
こ
の
三
つ
の
幹
線
道
路

か
ら
等
距
離
（
２
里
）
に
な
る
中
心
点
を
定
め
て
、
２
里
四
方
の
宮

域
と
、
10
里
四
方
の
京
域
を
決
め
た
と
推
測
さ
れ
る
。

造
成
レ
ベ
ル
の
藤
原
京
に
つ
い
て
は
、
図
３
に
推
測
図
を
示
し
た
。

設
計
と
の
相
異
は
、
ま
ず
丘
陵
部
で
条
坊
地
割
が
施
行
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
他
の
都
城
で
も
あ
り
得
る
こ
と

で
、
必
ず
し
も
藤
原
京
固
有
の
問
題
と
は
い
え
な
い
。
藤
原
京
の
特

徴
は
、
①
条
坊
地
割
の
造
営
方
位
に
地
域
的
な
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ

と
と
、
②
倭
京
の
一
部
を
含
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
地
で
も
条
坊

地
割
が
貫
徹
し
な
か
っ
た
部
分
が
あ
る
点
に
表
れ
る
。

①
の
点
は
、
方
位
が
異
な
る
よ
う
に
設
計
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い

か
ら
、
測
量
・
施
工
技
術
の
未
熟
性
を
示
そ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

結
果
と
し
て
、
設
計
と
造
成
に
差
異
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

②
に
関
し
て
典
型
的
な
の
は
、
小
墾
田
宮
推
定
地
と
和
田
廃
寺
の

調
査
例
で
あ
る
。
小
墾
田
宮
推
定
地
で
は
、
七
世
紀
初
頭
か
ら
中
頃

に
造
ら
れ
た
庭
園
や
掘
立
柱
建
物
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
宮
殿
か
貴
族

の
邸
宅
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
調
査
地
は
十
二
条
条
間
路

と
東
二
坊
坊
間
路
の
交
差
点
に
当
た
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
遺

構
は
出
土
し
な
か
っ
た
。
藤
原
京
期
の
状
況
が
判
然
と
し
な
い
た
め

確
か
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
条
坊
地
割
造
成
以
前
か
ら
の
施
設
か

そ
の
跡
地
が
占
有
し
て
い
た
た
め
、
条
坊
道
路
が
造
営
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

和
田
廃
寺
の
調
査
で
は
、
七
世
紀
後
半
に
造
営
さ
れ
た
寺
院
の
塔

跡
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
塔
跡
周
辺
に
は
十
一
条
大
路
が
想
定

さ
れ
る
が
、
塔
が
八
世
紀
後
半
ま
で
存
続
し
て
お
り
、
条
坊
道
路
は

建
設
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
例
は
、
十
条
大
路
以
南
の
条
坊
地
割
が
施
行
さ
れ
な
か

っ
た
可
能
性
を
示
す
と
さ
れ
て
き
た
が
、
十
二
条
大
路
北
側
溝
が
検

（
24
）

（
25
）

（
26
）
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図３ 藤原京の推定条坊地割（条坊呼称は、私案の位置表示方法）

出
さ
れ
た
現
在
で
は
別
の
解
釈
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
、
条
坊
地
割
造
成
以

前
か
ら
存
在
し
て
い
た
諸
施
設
が
占
有

し
て
い
た
場
合
、
条
坊
地
割
を
完
全
に
は

施
行
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
と
考

え
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
で
、
飛

鳥
寺
周
辺
が
設
計
京
域
内
に
入
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
条
坊
地
割
遺
構
が
検
出
さ

れ
な
い
理
由
も
理
解
で
き
よ
う
。
も
っ
と

も
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
全
て
が
優
先
的
な

土
地
占
有
権
を
有
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
よ
う
で
、
田
中
廃
寺
で
は
寺
域
の
西

端
を
削
る
形
で
西
二
坊
坊
間
路
が
造
営

さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
設
計
レ
ベ
ル
と
造
成

レ
ベ
ル
の
藤
原
京
の
間
に
は
差
異
が
存

在
す
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
橿
原
市

教
委
と
の
考
え
方
の
違
い
で
あ
る
「
南
第

５
条
」
の
問
題
も
解
釈
で
き
よ
う
。

例
え
ば
、
橿
原
市
教
委
が
京
域
を
南
北

９
里
と
考
え
る
根
拠
の
一
つ
に
、
墳
丘

（
27
）

（
28
）
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が
残
る
「
宣
化
陵
」
の
存
在
が
あ
る
。
古
墳
の
残
存
は
京
の
内
外
を

判
定
す
る
材
料
に
な
る
が
、
一
方
で
、
平
城
京
で
は
「
垂
仁
陵
」
な

ど
の
古
墳
が
残
り
、
藤
原
京
で
も
「
綏
靖
陵
」
の
墳
丘
が
残
存
す
る
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
、「
天
皇
陵
」
と
さ
れ
る
古
墳
は
、
都
城
建
設
で
も

削
平
を
受
け
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、「
宣
化
陵
」
の
北
を

築
坂
道
が
通
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
藤
原
京
南
西
隅
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
付
近
の
条
坊
地
割
が
築
坂
道
以
北
ま
で
し
か
施
工
さ

れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
古
墳
残
存
の
問
題
は
、
設
計
と
造
成
の
相
異
と
し

て
解
釈
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
私
案
の
「
南
第
５
条
」
は
、
地

形
上
の
制
約
や
倭
京
と
重
な
る
土
地
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
ず
れ

が
最
大
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
、
結
果
的
に
一
部
分
し
か
造
成
さ
れ
な

か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

次
に
建
築
レ
ベ
ル
の
藤
原
京
で
あ
る
が
、
宅
地
に
利
用
さ
れ
る
べ

き
京
内
に
御
田
・
御
園
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
設
計
・
造
成
段
階

の
構
想
と
の
間
に
差
異
が
見
出
さ
れ
る
。

『
長
屋
王
家
木
簡
』
に
見
え
る
耳
梨
御
田
・
矢
口
御
薗
・
木
上
御

田
な
ど
は
、
藤
原
京
内
に
比
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
長
屋

王
が
高
市
皇
子
か
ら
受
け
継
い
だ
可
能
性
が
高
く
、
藤
原
京
段
階
で

既
に
存
在
し
た
と
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
耳
梨
御
田
が
耳
成
山
の
近

辺
に
比
定
さ
れ
る
一
方
で
、
耳
成
山
北
麓
で
は
山
裾
ま
で
条
坊
道
路

が
通
じ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
条
坊
地

割
が
造
成
さ
れ
な
が
ら
も
、
御
田
と
し
て
利
用
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
想

定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
お
そ
ら
く
は
都
城
建
設
以
前
か
ら

の
土
地
占
有
に
関
わ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
耳
梨
御
田
の
例
は
、
造
成
と
建
築
と
の
間
に
も
微
妙
な
違
い

が
存
在
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
、
こ
の
両
者
の
相
異
に
も
留

意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

３

京
域
と
条
坊
地
割
の
形
成

現
在
の
藤
原
京
研
究
は
、
条
坊
地
割
の
復
原
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ

の
形
成
過
程
に
踏
み
込
ん
だ
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
京
域
や
条
坊
地
割
と
い
っ
た
形
態
面
に
限
定
す
る
と
、
諸
説

は
、
①
岸
説
藤
原
京
を
外
京
が
と
り
ま
く
（
外
京
説
）
、
②
岸
説
藤
原

京
を
後
に
拡
大
（
拡
大
説
）
、
③
広
い
範
囲
の
京
域
・
条
坊
地
割
を
後

に
岸
説
藤
原
京
に
縮
小
（
縮
小
説
）
、
④
当
初
か
ら
一
貫
し
て
大
藤
原

京
（
大
藤
原
京
一
貫
説
）
に
大
別
で
き
る
。
こ
れ
ら
を
整
理
し
た
小

沢
氏
は
、
①
外
京
説
は
、
外
京
の
位
置
づ
け
が
あ
い
ま
い
、
②
拡
大

説
は
、
大
藤
原
京
→
岸
説
藤
原
京
→
大
藤
原
京
と
い
う
複
雑
な
過
程

を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
③
縮
小
説
は
、
岸
説
京
外
の
条
坊

地
割
の
廃
絶
が
平
城
遷
都
の
時
期
に
下
る
と
い
っ
た
問
題
点
を
指
摘

し
、
「
10
条
×
10
坊
」
の
大
藤
原
京
一
貫
説
を
唱
え
た
。
筆
者
も
こ

れ
を
支
持
す
る
た
め
、
細
か
い
検
討
は
避
け
る
。
た
だ
、
諸
説
が
、

い
ず
れ
も
岸
説
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
対
す
る
疑
問
に
つ
い
て
付
言

（
29
）

（
30
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
36
）
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し
て
お
き
た
い
。

岸
説
藤
原
京
は
、
複
雑
な
諸
資
料
や
諸
要
素
が
よ
く
適
合
す
る
。

し
か
し
、
枝
葉
を
取
り
払
う
と
、
そ
の
骨
格
は
、
①
横
大
路
・
中
ツ

道
・
下
ツ
道
・
阿
倍
山
田
道
に
囲
郭
さ
れ
る
南
北
６
里
×
東
西
４
里

の
京
域
に
、
②
１
坊
＝
0.5
里
四
方
（
４
町
）
で
、
③
12
条
×
８
坊
の

条
坊
地
割
を
割
り
付
け
る
、
と
い
う
三
点
に
集
約
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
坊
令
配
置
の
計
算
は
と
り
あ
え
ず
お
く
と
し
て
も
、

②
の
１
坊
の
面
積
が
問
題
と
な
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
三
段
階
の

条
坊
道
路
の
規
則
的
な
配
置
は
、
１
坊
＝
１
里
四
方
の
条
坊
地
割
を

明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
規
格
性
に
は
、
岸
説
の
京

内
と
京
外
で
の
違
い
や
、
時
期
に
よ
る
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
れ
を
動
か
な
い
事
実
と
見
る
と
、
岸
説
の
①
と
③
は
相
互
に
矛

盾
す
る
条
件
に
な
る
。
つ
ま
り
、
①
の
京
域
を
重
視
す
る
と
６
条
×

４
坊
と
い
う
条
坊
地
割
に
な
り
、
③
の
条
坊
地
割
を
優
先
す
る
と
南

北
12
里
×
東
西
８
里
と
い
う
京
域
に
な
る
の
で
あ
る
。

ま
し
て
、
第
三
章
で
検
討
す
る
よ
う
に
史
料
３
が
藤
原
京
に
適
用

で
き
な
い
な
ら
ば
、
岸
説
藤
原
京
に
拘
泥
す
る
理
由
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
京
域
の
変
化
を
肯
定
す
る
に
せ
よ
否
定
す

る
に
せ
よ
、
岸
説
を
止
揚
し
た
議
論
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
岸
説
の
枠
組
み
を
取
り
払
っ
て
京
域
・
条
坊
地
割
の
形
成

を
見
て
い
く
と
、
新
城
か
ら
藤
原
京
ま
で
一
貫
し
て
「
10
条
×
10
坊
」

の
設
計
プ
ラ
ン
が
採
用
さ
れ
た
状
況
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ま

ず
そ
の
下
限
で
あ
る
が
、
坊
令
関
連
規
定
と
の
一
致
か
ら
、
大
宝
令

制
下
ま
で
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
土
橋
遺
跡
で
は
、

七
世
紀
後
半
に
整
地
さ
れ
、
条
坊
道
路
や
宅
地
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
、
宮
内
先
行
条
坊
道
路
の
規
格
や
本
薬
師
寺
と
条
坊
地
割
の

関
連
性
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
天
武
朝
段
階
か
ら
「
10
条
×
10
坊
」

の
計
画
が
存
在
し
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

具
体
的
に
は
、
薬
師
寺
造
営
に
着
手
す
る
天
武
九
年
頃
か
、
そ
れ

以
前
に
設
計
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
天
武
朝
の
後
半
期
は
、

天
武
十
年
の
飛
鳥
浄
御
原
令
編
纂
開
始
に
相
前
後
し
て
、
国
号
「
日

本
」
や
君
主
号
「
天
皇
」
の
採
用
、
令
制
国
の
設
定
な
ど
が
決
定
さ

れ
、
運
用
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。
都
城
の
計
画
や
建
設
も
、
そ
う
し

た
国
家
体
制
整
備
の
一
環
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
造
成
・
建
築
レ
ベ
ル
の
形
成
過
程
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
現
在

の
デ
ー
タ
で
見
極
め
る
の
は
非
常
に
難
し
い
。
そ
こ
で
、
諸
要
素
の

分
析
か
ら
都
城
の
形
成
過
程
を
論
じ
た
仁
藤
敦
史
氏
の
研
究
を
参
考

に
、
新
城
か
ら
藤
原
京
に
至
る
諸
段
階
を
抽
出
し
て
み
た
い
。

新
城
段
階
で
は
浄
御
原
宮
が
倭
京
に
位
置
し
、
京
域
が
倭
京
と
新

城
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
仁
藤
氏
の
指
摘
は
重
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
宮
に
つ
い
て
は
結
果
と
し
て
そ
う
な
っ
た
と
い
う
面

が
多
分
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
小
沢
氏
が
詳
細
に
検
討
し
た
よ

う
に
、
京
の
造
成
は
宮
の
造
営
に
先
行
す
る
が
、
宮
域
は
当
初
か
ら

決
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
複
都
制

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）

（
41
）
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の
破
綻
や
天
武
・
草
壁
の
死
に
よ
っ
て
、
宮
内
の
構
造
に
変
更
が
加

え
ら
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
新
城
の
範
囲
と
条
坊
地
割
、

そ
し
て
宮
域
の
基
本
計
画
は
当
初
か
ら
一
貫
し
て
お
り
、
そ
の
中
途

半
端
さ
は
造
営
途
中
の
様
相
で
、
し
か
も
天
武
・
草
壁
の
死
と
い
っ

た
半
ば
偶
発
的
な
要
因
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
強
い
。

一
方
、
藤
原
宮
は
『
日
本
書
紀
』
持
統
四
年
十
月
壬
申
条
に
、
新

益
京
は
同
五
年
十
月
甲
子
条
に
、
そ
れ
ぞ
れ
初
め
て
見
え
る
。
し
た

が
っ
て
、
天
武
朝
の
基
本
計
画
を
受
け
継
い
だ
造
営
は
、
こ
の
頃
に

再
開
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
新
益
京
は
、
藤
原
宮
を
中
核
と
し
、

宅
地
賜
与
・
京
職
設
置
な
ど
を
伴
っ
た
。

新
益
京
域
に
つ
い
て
仁
藤
氏
は
、
不
整
形
の
大
藤
原
京
域
で
構
想

さ
れ
た
ら
し
い
と
す
る
。
し
か
し
、
条
坊
地
割
が
ど
の
程
度
完
成
し

た
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
計
画
自
体
は
不
整
形
で
は
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
問
題
は
、
持
統
朝
の
記
事
な
ど
に
単
に

「
京
」
や
「
京
師
」
と
見
え
る
、
そ
の
場
合
の
京
域
で
あ
ろ
う
。
左

右
京
に
分
化
し
て
い
な
い
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
浄
御
原
令
の
京
職

関
連
規
定
は
、
養
老
令
を
単
純
に
遡
及
さ
せ
て
考
え
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
城
段
階
の
伝
統
を
引
き
ず

っ
て
、
宮
が
藤
原
宮
に
移
さ
れ
た
も
の
の
、
倭
京
も
京
内
と
さ
れ
た

可
能
性
が
残
る
。『
続
日
本
紀
』
慶
雲
元
年
十
一
月
壬
寅
条
に
見
え
る

藤
原
京
域
の
最
終
決
定
も
、
倭
京
部
分
を
捨
象
し
、
京
域
を
藤
原
京

に
限
定
し
た
こ
と
を
示
す
と
い
う
解
釈
も
で
き
よ
う
。

ま
た
、
新
益
京
と
い
う
名
称
が
、
何
を
意
味
し
た
の
か
も
問
題
と

な
る
。
新
た
に
益
し
た
と
い
う
意
味
が
、
中
途
で
挫
折
し
た
新
城
に

対
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
実
効
性
は
と
も
か
く
と
し
て
、
京
域

を
条
坊
地
割
の
施
行
範
囲
に
限
定
し
よ
う
と
い
う
方
向
性
も
、
あ
る

い
は
読
み
と
れ
よ
う
。
他
方
、
倭
京
に
対
す
る
増
設
と
い
う
意
味
で

あ
れ
ば
、
倭
京
も
京
域
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

現
状
で
は
断
案
と
ま
で
は
言
い
難
い
が
、
浄
御
原
令
制
下
の
京
師

が
依
然
と
し
て
倭
京
域
を
含
ん
で
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
不
整
形
で

あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

藤
原
京
段
階
で
は
、
大
宝
令
の
施
行
に
対
応
し
て
、
藤
原
宮
の
改

築
、
左
右
京
の
分
化
、
東
西
市
の
設
置
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
。
こ
の

藤
原
京
に
つ
い
て
仁
藤
氏
は
、
京
域
の
再
編
が
行
わ
れ
、
岸
説
藤
原

京
に
凝
集
さ
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
岸
説
藤
原

京
域
へ
の
縮
小
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
仁
藤
氏
は
、
形
態
面
の
変
化
の
み
を
追
究
し
た
の
で
は

な
く
、
内
実
面
を
含
め
た
王
権
に
よ
る
都
城
形
成
史
の
中
に
、
こ
の

凝
集
化
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
倭
京
等
が
広
大
な
領
域
性
・
分
散
性
・

多
元
性
を
有
し
、
そ
れ
ら
の
克
服
が
課
題
と
し
て
存
在
し
、
藤
原
京

段
階
で
実
行
さ
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
藤
原
京
は
、
京
内

に
以
前
か
ら
の
施
設
や
御
田
が
存
続
す
る
、
官
人
が
「
み
や
こ
と
い

な
か
の
両
貫
性
」
を
有
す
る
な
ど
古
い
要
素
を
引
き
ず
っ
て
お
り
、

分
散
性
や
多
元
性
が
必
ず
し
も
解
消
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
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が
っ
て
凝
集
化
も
、
そ
の
広
大
な
領
域
性
を
岸
説
藤
原
京
に
封
じ
込

め
る
と
い
う
極
端
な
形
で
実
行
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
、

倭
京
を
切
り
捨
て
、
条
坊
地
割
の
存
否
で
視
覚
的
に
も
内
外
が
区
別

し
や
す
い
範
囲
に
京
域
を
限
定
す
る
と
い
う
方
法
で
、
凝
集
化
の
第

一
歩
が
記
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三

条
坊
制
の
形
成
過
程

１

条
坊
制
の
構
造
と
そ
の
成
立

第
三
章
で
は
、
条
坊
制
の
形
成
過
程
を
検
討
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
藤
原
京
の
特
質
を
探
る
と
同
時
に
、
藤
原
京
の
復
原
に
用
い
ら

れ
て
き
た
『
令
集
解
』
職
員
令
左
京
職
条
朱
説
（
史
料
３
）
の
史
料

批
判
を
行
い
た
い
。

金
田
章
裕
氏
は
、
条
里
プ
ラ
ン
が
条
里
地
割
と
条
里
呼
称
法
か
ら

な
り
、
条
里
呼
称
法
の
成
立
が
条
里
地
割
よ
り
も
遅
れ
る
こ
と
、
条

里
呼
称
法
が
成
立
す
る
以
前
は
地
名
に
よ
っ
て
里
名
を
表
示
し
た
こ

と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
同
様
に
条
坊
制
も
、
条
坊
地
割
と
条
坊
呼
称

法
を
ひ
と
ま
ず
分
離
し
、
成
立
過
程
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

史
料
４

『
続
日
本
紀
』
文
武
三
年
正
月
壬
午
条

京
職
言
、
林
坊
新
羅
女
牟
久
売
、
一
産
二

二
男
二
女
一

。
賜
二

ዝ�

五
疋
、
綿
五
疋
、
布
十
端
、
稲
五
百
束
、
乳
母
一
人
一

。

史
料
５

『
平
城
宮
出
土
木
簡
』
一
九
二
六
号

・
関
々
司
前
解
近
江
国
蒲
生
郡
阿
伎
里
人
大
初
上
阿
□
勝
足
石
許

田
作
人

・
同
伊
刀
古
麻
呂

史
料
４
・
５
は
、
新
益
京
・
藤
原
京
で
は
条
坊
呼
称
法
が
無
く
、

固
有
坊
名
で
表
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料

４
は
、
新
益
京
段
階
の
状
況
を
物
語
る
。
史
料
５
は
、
平
城
宮
下
層

の
遺
構
か
ら
出
土
し
、
「
郡
」
「
左
京
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
大
宝
令
制
下
の
藤
原
京
段
階
の
木
簡
と
判
明
す
る
。

こ
の
藤
原
京
に
対
し
て
、
平
城
京
で
は
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら

条
坊
呼
称
が
認
め
ら
れ
る
。

史
料
６

『
続
日
本
紀
』
霊
亀
二
年
五
月
辛
卯
条
（
抄
出
）

始
徙
二

建
元
興
寺
于
左
京
六
条
四
坊
一

。

史
料
７

『
銅
製
太
安
萬
侶
墓
誌
』

左
京
四
条
四
坊
従
四
位
下
勲
五
等
太
朝
臣
安
萬
侶
以
癸
亥

年
七
月
六
日
卒
之

養
老
七
年
十
二
月
十
五
日
乙
巳

史
料
６
は
最
も
古
い
年
紀
を
持
つ
例
、
史
料
７
は
一
次
史
料
中
の

初
見
例
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
正
倉
院
文
書
や
平
城
宮
木
簡
、
金

石
文
に
数
詞
に
よ
る
条
坊
呼
称
が
多
数
見
え
る
。

以
上
の
例
か
ら
条
坊
呼
称
法
は
、
藤
原
京
に
は
存
在
せ
ず
、
平
城

京
段
階
で
導
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
条
坊
地
割

と
条
坊
呼
称
法
に
よ
っ
て
成
立
す
る
シ
ス
テ
ム
―
条
坊
制
は
、
藤
原

京
で
は
未
完
成
な
い
し
未
成
立
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
の

大
宅
女
右
二
人
左
京
小
治
町
大
初
上
笠
阿
曽
弥
安
人
右
二

我
都

鹿
毛
牡
馬
歳
七

里
長
尾
治
都
留
伎
送
行
乎

（
42
）
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表
題
を
「
条
坊
制
」
と
「

」
付
き
に
し
た
所
以
で
あ
る
。

ま
た
、
条
坊
制
が
未
成
立
で
あ
る
と
い
う
結
論
は
、
藤
原
京
で
は

宅
地
班
給
が
不
徹
底
で
あ
っ
た
と
い
う
仁
藤
氏
の
指
摘
と
も
符
合
す

る
。
土
橋
遺
跡
に
見
ら
れ
る
規
格
的
な
宅
地
利
用
は
一
定
程
度
の
班

給
の
実
施
を
示
す
が
、
同
時
に
、
従
来
の
宮
や
宅
を
追
認
す
る
こ
と

も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
位
階
制
原
理
に
よ
っ
て
宅
地
の

位
置
と
面
積
を
一
律
に
決
め
て
班
給
す
る
、
と
い
う
意
味
で
の
宅
地

班
給
制
が
未
完
成
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
宅
地

の
位
置
と
そ
の
地
番
に
よ
っ
て
位
階
、
す
な
わ
ち
天
皇
と
の
遠
近
関

係
を
視
覚
的
・
数
字
的
に
表
現
す
る
条
坊
制
が
、
藤
原
京
で
は
存
在

し
な
か
っ
た
こ
と
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

次
に
、
条
単
位
の
行
政
区
画
の
成
立
時
期
を
検
討
し
て
み
た
い
。

平
安
京
で
は
、
坊
令
が
「
条
令
」
と
表
記
さ
れ
る
史
料
が
あ
る
こ

と
や
、
条
に
付
け
ら
れ
た
唐
風
坊
名
な
ど
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
条

単
位
の
行
政
区
画
が
存
在
し
た
。
条
令
呼
称
は
、
延
暦
七
年
十
一
月

十
四
日
付
の
「
六
條
令
解
」
や
、
天
平
廿
年
十
月
廿
一
日
付
の
「
一

條
令
解
」
か
ら
、
長
岡
京
や
平
城
京
で
も
使
用
が
確
認
で
き
る
。

平
城
京
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
条
単
位
の
区
域
を
管
轄
す
る
坊

令
が
存
在
し
た
こ
と
は
、『
二
条
大
路
木
簡
』
中
に
、
条
を
代
表
し
て

坊
令
が
署
名
し
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

史
料
８

『
平
城
京
長
屋
王
邸
跡
』
二
〇
五
号

・
左
京
五
条
進
槐
花
一
斗
八
升

・
天
平
八
年
六
月
十
四
日
坊
令
大
初
位
下
刑
部
舎
人
造
園
麻
呂

史
料
９

『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
（
二
十
二
）
』

・
右
京
三
条
進
礫
六
斛

乗
車
弐
両

・

天
平
八
年
十
月
廿
三
日
坊
令
文
伊
美
吉
牟
良
自

史
料
８
・
９
で
は
、
「
左
京
五
条
」
「
右
京
三
条
」
と
し
か
記
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
条
が
一
つ
の
単
位
と
し
て
機
能
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
役
職
を
単
に
「
坊
令
」
と
し
て
い
る

点
は
、
左
京
五
条
や
右
京
三
条
を
管
轄
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

こ
れ
に
対
し
て
藤
原
京
段
階
の
史
料
に
は
、
条
単
位
の
区
域
を
管

轄
す
る
坊
令
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
。
厳
密
に
は
不
明
と
い
う
こ

と
に
な
る
が
、
条
坊
呼
称
法
が
成
立
す
る
都
城
と
、
条
単
位
の
区
域

を
管
轄
す
る
坊
令
の
存
在
が
確
認
で
き
る
最
初
の
都
城
が
、
と
も
に

平
城
京
で
あ
る
の
は
偶
然
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
条
坊
制
と

坊
令
管
轄
区
域
の
関
係
を
見
て
み
た
い
。

岸
氏
は
、
条
と
坊
が
、
左
右
京
→
条
→
坊
と
い
う
統
轄
関
係
に
あ

る
行
政
単
位
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
う
ち
条
を
管
轄
す
る

の
が
坊
令
と
さ
れ
て
い
る
が
、
令
本
文
は
坊
令
を
４
坊
ず
つ
配
置
す

る
と
し
か
規
定
し
て
い
な
い
。
坊
令
が
４
坊
を
管
轄
す
る
こ
と
と
、

坊
監
中
臣
君
足

□
小
子
五
人
功
銭
十
五
文

〔
拾
カ
〕

功
別
五

升

一
礼
比
古
ዝ�
ዝ�

物
部
連
加
保
□

（
43
）

（
44
）

（
45
）

（
46
）
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そ
の
４
坊
が
条
を
構
成
す
る
こ
と
は
別
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
条

単
位
の
坊
令
管
轄
区
域
は
、
条
の
存
在
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
ろ
う
。

藤
原
京
で
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
条
坊
呼
称
法
が
成
立
し
て
お
ら

ず
、
固
有
の
地
名
を
冠
し
た
坊
は
あ
っ
て
も
、
条
の
存
在
は
認
め
ら

れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
単
に
条
を
使
っ
た
地
番
表
示
が
行
わ
れ
な

か
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
条
単
位
の
行
政
区
画
が
成
立
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
示
そ
う
。
つ
ま
り
藤
原
京
の
坊
令
は
、
４
坊
を
管
轄

す
る
と
規
定
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
４
坊
は
、
必
ず
し
も
東
西
一
列
と
は
限
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
藤
原
京
で
は
、
条
坊
呼
称
法
や
条
単
位
の
行
政
区
画

が
無
く
、
条
坊
制
が
い
ま
だ
未
成
立
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

２

朱
説
と
そ
の
問
題
点

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
次
に
『
令
集
解
』
職
員
令
左
京
職
条

朱
説
の
史
料
批
判
を
行
い
た
い
。

ま
ず
、
朱
説
の
成
立
時
期
で
あ
る
が
、『
令
集
解
』
に
わ
ず
か
に
先

行
す
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
九
世
紀
中
頃
、
平
安
京
の
時
代
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
「
坊
令
十
二
人
」
と
い
う
令
本
文
に
付
さ
れ
た
、
「
京
可
ዝ�

有
二

十
二
條
一

耳
。
」
と
い
う
注
釈
（
史
料
３
ａ
）
は
、
一
つ
の
条
に

一
人
ず
つ
配
置
す
る
坊
令
管
轄
区
域
の
設
定
方
法
を
自
明
の
理
と
し
、

逆
算
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、『
令
集
解
』
戸
令
取

坊
令
条
朱
説
に
、「
坊
令
一
條
一
人
」
と
い
う
文
言
が
見
え
る
こ
と
か

ら
傍
証
さ
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
先
に
見
た
よ
う
に
条
単
位
の
坊
令

配
置
は
藤
原
京
に
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
注
釈
は
平
城

京
以
後
、
直
接
的
に
は
平
安
京
の
制
度
に
基
づ
い
て
記
さ
れ
た
可
能

性
が
強
い
。

こ
の
こ
と
は
、
文
章
が
、
「
（
藤
原
京
で
は
）
十
二
条
あ
っ
た
」
で

は
な
く
、「
京
は
十
二
条
あ
る
べ
き
だ
」
と
な
っ
て
い
る
点
か
ら
も
裏

付
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
平
安
京
な
ど
で
は
九
条
ま
で
し
か
な
い
の

に
対
し
て
、
本
来
は
十
二
条
あ
る
べ
き
な
の
だ
と
い
う
意
味
に
解
釈

で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
史
料
に
登
場
す
る
「
十
二
条
」
と
い
う

数
値
は
、
机
上
の
計
算
結
果
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
、
史
料
３
の
ｂ
部
で
あ
る
。
こ
の
注
釈
は
、
平
安
京
な
ど
で

は
１
条
に
一
人
ず
つ
坊
令
が
配
置
さ
れ
た
関
係
上
、
宮
城
の
東
西
に

隣
接
す
る
条
の
坊
令
が
、
２
坊
ず
つ
し
か
管
轄
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
説
明
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
史
料
３
ａ
と
同
様
に
、

条
単
位
の
行
政
区
画
が
存
在
す
る
平
安
京
な
ど
を
前
提
と
し
た
注
釈

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
条
単
位
の
行
政
区
画
が

成
立
し
て
い
な
い
藤
原
京
に
関
し
て
は
、
こ
の
注
釈
を
根
拠
と
し
た

復
原
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
注
釈
が
、
冒
頭
に
「
仮
令
」
と
い
う
文
言
を
置
い
た
、

仮
定
文
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
は
、
平

安
京
型
の
坊
令
管
轄
区
域
の
設
定
方
法
が
本
来
の
令
意
と
は
異
な
る
、

（
47
）
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い
わ
ば
例
外
的
な
措
置
で
あ
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
読
み
と
れ

よ
う
。
つ
ま
り
本
来
の
令
意
は
、
宮
域
を
除
い
て
、
４
坊
に
一
人
ず

つ
坊
令
を
配
置
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
本
来
の
令
意
に
合
致
す
る
都
城
と
は
、
条
単
位
の
行
政
区
画
が

い
ま
だ
成
立
し
て
お
ら
ず
、
東
西
１
列
以
外
の
坊
令
管
轄
区
域
が
設

定
し
得
た
都
城
、
す
な
わ
ち
藤
原
京
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

以
上
、
岸
説
藤
原
京
等
の
復
原
に
用
い
ら
れ
て
き
た
『
令
集
解
』

職
員
令
左
京
職
条
朱
説
は
、
そ
の
根
拠
足
り
得
な
い
こ
と
を
示
し
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
こ
の
史
料
は
、
む
し
ろ
筆
者
や
小
沢
氏
が
主
張
す
る
、

原
則
と
し
て
４
坊
ず
つ
担
当
す
る
坊
令
制
度
が
存
在
し
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

３

藤
原
京
内
の
位
置
表
示
方
法
に
つ
い
て

最
後
に
、
条
坊
呼
称
法
が
無
い
藤
原
京
で
、
遺
跡
等
の
位
置
を
ど

う
表
示
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

現
在
通
用
し
て
い
る
位
置
表
示
方
法
は
、
岸
説
藤
原
京
に
基
づ
い
た

も
の
で
、
「
10
条
×
10
坊
」
の
藤
原
京
の
位
置
表
示
方
法
と
し
て
は

無
原
則
な
も
の
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
原
則
と
し
た
の
は
、
①
１
坊
＝
１
里
四
方
（
16
町
）
と

す
る
。
②
通
常
の
条
坊
呼
称
法
と
は
区
別
す
る
。
③
条
坊
制
の
原
則

を
踏
ま
え
た
数
字
を
付
け
る
、
と
い
う
三
点
で
あ
る
。

①
１
坊
の
面
積
は
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
藤
原
京
で

も
１
坊
＝
１
里
四
方
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

②
の
原
則
は
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
条
坊
制
の
形
成
過
程
か
ら
、

平
城
京
以
後
と
は
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

条
と
い
う
語
を
使
う
べ
き
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
他
に
適
当

な
用
語
が
思
い
つ
か
な
い
の
で
、「
第
○
条
」
と
い
っ
た
用
法
に
し
て

み
た
。
数
字
も
、
平
城
京
以
後
は
史
料
に
基
づ
い
て
漢
数
字
、
藤
原

京
で
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
使
用
す
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
さ
ら
に
区
別

し
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。
表
記
が
煩
雑
に
な
る
の
で
再
考
の
余
地

が
あ
る
が
、
何
ら
か
の
形
で
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

③
の
数
字
の
付
け
方
に
つ
い
て
は
、
条
坊
呼
称
法
が
無
い
の
で
、

拘
泥
す
る
必
要
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
条
坊
呼
称
法

の
原
則
を
正
し
く
適
用
す
る
こ
と
に
、
あ
え
て
こ
だ
わ
っ
た
。
と
い

う
の
は
、
条
の
数
字
は
北
か
ら
南
へ
割
り
振
る
と
い
う
誤
解
が
生
ま

れ
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
う
で
は
な
く
、
条
坊

制
が
天
皇
と
の
遠
近
関
係
を
居
住
地
と
そ
の
地
番
で
示
す
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
こ
と
を
、
正
し
く
提
示
す
る
必
要
が

こ
で
、
条
も
宮
を
中
心
に
し
た
表
示
方
法
を

崎
氏
が
危
惧
す
る
、
京
域
が
さ
ら
に
拡
が
る

て
も
、
こ
の
方
法
な
ら
ば
対
応
で
き
る
と
い

以
上
の
原
則
を
基
に
割
り
当
て
て
み
た
の

た
位
置
表
示
方
法
で
あ
る
。
北
・
東
・
西
に
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称
に
つ
い
て
は
、
旧
稿
で
は
朱
雀
大
路
に
な
ら
っ
て
「
玄
武
大
路
」

な
ど
と
仮
称
し
た
が
、
史
料
に
無
い
名
称
は
誤
解
の
基
だ
と
思
わ
れ

る
の
で
、
本
稿
で
は
「
北
中
軸
大
路
」
な
ど
明
ら
か
に
研
究
用
語
と

分
か
る
名
称
に
あ
ら
た
め
た
。
こ
の
表
示
方
法
で
は
、
例
え
ば
従
来

の
右
京
七
条
一
坊
東
北
坪
は
、「
右
京
南
第
２
条
第
１
坊
第
１
坪
」
と

な
る
。

報
告
書
が
既
に
刊
行
さ
れ
た
遺
跡
を
ど
う
す
る
か
な
ど
、
位
置
表

示
方
法
の
転
換
が
一
朝
一
夕
に
は
で
き
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

た
だ
、
今
後
の
議
論
の
た
た
き
台
に
な
ろ
う
か
と
も
思
う
の
で
、
以

上
の
よ
う
な
位
置
表
示
方
法
を
一
つ
の
案
と
し
て
提
示
し
て
み
た
い
。

お

わ

り

に

本
稿
で
は
、
藤
原
京
（
の
設
計
）
は
、
10
里
四
方
の
京
域
に
「
10

条
×
10
坊
」
の
条
坊
地
割
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
。
藤
原

京
で
は
、
設
計
・
造
成
・
建
築
の
各
レ
ベ
ル
に
相
異
点
が
見
出
さ
れ
、

復
原
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
違
い
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
藤

原
京
の
京
域
と
条
坊
地
割
の
計
画
は
天
武
朝
に
遡
る
が
、
そ
の
実
際

の
造
成
や
京
域
に
は
、
新
城
→
新
益
京
→
藤
原
京
の
各
段
階
が
あ
る

こ
と
。
藤
原
京
で
は
、
条
坊
地
割
と
条
坊
呼
称
法
か
ら
な
る
条
坊
制

が
未
成
立
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
ま
で
岸
説
藤
原
京
等
の
復
原
に
用
い

ら
れ
て
き
た
『
令
集
解
』
職
員
令
左
京
職
条
朱
説
は
、
そ
の
根
拠
足

り
得
な
い
こ
と
、
な
ど
を
示
し
て
き
た
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
、
藤
原
京
の
特
質
―
未
熟
性
や
異
質
性
と
、
そ
れ
に
関
連
す
る

平
城
遷
都
の
背
景
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

第
一
に
、
造
営
の
不
統
一
性
が
、
各
条
坊
道
路
の
施
工
方
位
の
相

異
や
、
宮
城
と
周
囲
の
条
坊
道
路
の
方
位
が
微
妙
に
異
な
る
こ
と
に

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
施
工
技
術
が
未
熟
だ
っ
た
こ
と
や
、
造

営
過
程
が
複
雑
だ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
結
果
的

に
藤
原
京
が
未
熟
な
も
の
に
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

第
二
に
、
条
坊
制
と
宅
地
班
給
制
が
未
成
立
だ
っ
た
こ
と
は
、
天

皇
と
の
遠
近
関
係
を
視
覚
的
・
数
字
的
に
表
す
体
制
が
未
熟
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
京
内
に
都
城
建
設
以
前
か
ら
の

諸
施
設
を
内
包
し
、
そ
れ
を
追
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
、
都

城
と
し
て
の
求
心
力
が
弱
く
、
官
人
が
「
み
や
こ
と
い
な
か
の
両
貫

性
」
を
有
し
た
こ
と
な
ど
と
も
関
連
す
る
。
し
た
が
っ
て
藤
原
京
は
、

天
皇
の
超
越
性
や
権
力
集
中
を
具
現
す
る
空
間
と
し
て
、
構
造
が
未

熟
だ
っ
た
こ
と
が
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
内
部
あ
る
い
は
周
辺
部
に

倭
京
が
位
置
す
る
以
上
、
根
本
的
に
は
解
消
し
得
な
い
。
大
和
盆
地

北
部
へ
の
都
城
の
移
転
は
、
こ
の
問
題
に
関
わ
っ
て
い
た
と
推
測
さ

れ
る
。

第
三
に
、
宮
の
配
置
が
、
平
城
京
以
後
に
は
全
く
採
用
さ
れ
な
い

中
央
宮
闕
型
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
『
周
礼
』
を
基

に
設
計
し
た
結
果
だ
が
、
中
華
の
都
城
と
し
て
の
存
在
意
義
や
、
宮

を
め
ぐ
る
都
市
環
境
に
関
し
て
、
問
題
を
惹
起
し
た
と
思
わ
れ
る
。

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

提
案
し
た
い
。
ま
た
黒

と
い
う
事
態
が
発
生
し

う
利
点
も
あ
る
。

が
、
図
２
・
３
に
示
し

の
び
る
中
軸
大
路
の
名
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大
宝
二
年
派
遣
の
遣
唐
使
が
唐
長
安
城
を
見
た
こ
と
で
、
長
安
城

と
藤
原
京
の
構
造
の
違
い
が
問
題
に
な
り
、
そ
れ
が
平
城
遷
都
の
要

因
に
な
っ
た
と
す
る
指
摘
が
あ
る
。「
理
想
」
の
プ
ラ
ン
か
ら
転
換
す

る
の
は
一
見
不
可
解
な
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
の
理
念
は
模
倣

に
あ
る
の
で
、
プ
ラ
ン
自
体
は
二
次
的
な
問
題
と
い
え
る
。

ま
た
、『
続
日
本
紀
』
慶
雲
三
年
三
月
丁
巳
条
に
は
、
都
市
環
境
の

悪
化
と
宮
域
へ
の
影
響
が
記
さ
れ
て
い
る
。
中
央
宮
闕
型
で
は
、
一

部
の
京
域
の
排
水
が
宮
域
や
そ
の
近
辺
を
流
下
す
る
。
藤
原
宮
の
場

合
、
南
面
す
る
京
域
南
部
か
ら
の
排
水
、
時
に
は
糞
尿
や
屍
体
が
流

れ
込
む
わ
け
で
、
実
際
的
な
面
は
も
と
よ
り
、
天
皇
の
体
面
上
も
都

合
が
悪
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
点
を
総
合
す
る
と
、
藤
原
京
は
、
条
坊
地
割
や
京
内
行
政

制
度
の
施
行
か
ら
日
本
最
初
の
都
城
と
い
え
る
が
、
同
時
に
、
未
熟

な
面
も
多
々
認
め
ら
れ
る
都
城
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
そ
し
て

日
本
の
都
城
制
は
、
こ
の
藤
原
京
で
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
次
の
平

城
京
で
一
応
の
確
立
を
み
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

註（
１
）
岸
俊
男
「
京
域
の
想
定
と
藤
原
京
条
坊
制
」（
奈
良
県
教
育
委
員
会
『
藤
原
宮
―

国
道
一
六
五
号
線
バ
イ
パ
ス
に
伴
う
宮
域
調
査
―
』
一
九
六
九
年
所
収
、
の
ち
「
緊

急
調
査
と
藤
原
京
」
と
改
題
し
て
『
日
本
古
代
宮
都
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九

八
八
年
に
再
録
）
。

（
２
）
千
田
稔
「
歴
史
地
理
学
に
お
け
る
『
復
原
』
か
ら
『
意
味
論
』
へ
―
藤
原
京
を

事
例
と
し
て
―
」（
京
都
大
学
地
理
学
教
室
編
『
地
理
の
思
想
』
地
人
書
房
、
一
九

八
二
年
所
収
、
の
ち
『
古
代
日
本
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
九

一
年
に
再
録
）
。

（
３
）
秋
山
日
出
雄
「
藤
原
京
の
京
域
考
―
内
城
と
外
京
の
想
定
―
」
『
考
古
学
論
攷
』

四
、
一
九
八
一
年
。
同
「
藤
原
京
と
飛
鳥
京
の
京
域
考
」『
地
理
』
二
五
―
九
、
一

九
八
〇
年
、
な
ど
。

（
４
）
阿
部
義
平
「
新
益
京
に
つ
い
て
」
『
千
葉
史
学
』
九
、
一
九
八
六
年
。

（
５
）
押
部
佳
周
「
飛
鳥
京
・
新
益
京
」『
古
代
史
論
集
』
上
、
直
木
孝
次
郎
先
生
古
希

記
念
会
、
一
九
八
八
年
。

（
６
）
竹
田
政
敬
・
平
岩
欣
太
・
萩
原
義
彦
「
土
橋
遺
跡
」『
か
し
は
ら
の
歴
史
を
さ
ぐ

る
』
五
、
橿
原
市
千
塚
資
料
館
、
一
九
九
七
年
。

（
７
）
桜
井
市
文
化
財
協
会
「
上
之
庄
遺
跡
第
４
次
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
資
料
」
一

九
九
六
年
。

（
８
）
中
村
太
一
「
藤
原
京
と
『
周
礼
』
王
城
プ
ラ
ン
」『
日
本
歴
史
』
五
八
二
、
一
九

九
六
年
。

（
９
）
小
沢
毅
「
古
代
都
市
「
藤
原
京
」
の
成
立
」『
考
古
学
研
究
』
四
四
―
三
、
一
九

九
七
年
。
同
「
浄
御
原
宮
と
藤
原
京
の
発
掘
」（
木
下
正
史
・
神
野
志
隆
光
・
吉
村

武
彦
編
『
古
代
史
研
究
最
前
線
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
八
年
）
。
小
沢
氏
は
、

一
九
九
六
年
二
月
に
西
八
坊
大
路
を
も
越
え
て
条
坊
地
割
が
広
が
る
こ
と
が
判
明

し
た
こ
と
か
ら
、
一
〇
条
×
一
〇
坊
の
藤
原
京
復
原
案
を
、
同
年
三
月
に
『
奈
良

県
史

第
八
巻

建
築
』（
一
九
九
八
年
四
月
現
在
未
刊
行
）
に
執
筆
し
、
同
年
九

月
二
一
日
に
古
代
学
研
究
会
月
例
会
で
「
『
藤
原
京
』
東
西
京
極
検
出
の
意
義
」
を

（
48
）

- 18 -

発
表
し
た
。
一
方
私
は
、
一
九
九
六
年
五
月
の
土
橋
遺
跡
の
新
聞
発
表
を
契
機
に
、

ほ
ぼ
同
様
な
復
原
案
を
、
同
年
六
月
一
五
日
に
歴
史
学
研
究
会
日
本
古
代
史
部

会
六
月
例
会
で
「
藤
原
京
条
坊
と
『
周
礼
』
王
城
プ
ラ
ン
」
と
題
し
て
発
表
し
、

同
年
一
一
月
に
旧
稿
が
掲
載
さ
れ
た
。

（
10
）
黒
崎
直
「
藤
原
京
の
京
域
に
つ
い
て
」『
条
里
制
研
究
』
一
三
、
一
九
九
七
年
。

（
11
）
例
え
ば
、
鬼
頭
清
明
『
日
本
古
代
都
市
論
序
説
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七

七
年
。
山
中
章
『
日
本
古
代
都
城
の
研
究
』
柏
書
房
、
一
九
九
七
年
。
仁
藤
敦
史

『
古
代
王
権
と
都
城
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
。
古
代
都
城
制
研
究
集
会
実

行
委
員
会
編
『
古
代
都
城
制
研
究
集
会
第
３
回
報
告
集

古
代
都
市
の
構
造
と
展

開
』
一
九
九
八
年
、
な
ど
。

（
12
）
旧
稿
で
は
、
藤
原
京
に
条
坊
呼
称
法
が
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
大
路
名
を
付
け
、

「
五
条
野
」
の
地
名
が
条
坊
呼
称
に
関
係
す
る
可
能
性
に
言
及
し
た
が
、
本
稿
で

は
こ
れ
ら
を
撤
回
す
る
。

（
13
）
橿
原
市
千
塚
資
料
館
「
大
藤
原
京
右
京
北
六
条
三
坊
」
『
か
し
は
ら
の
歴
史
を

さ
ぐ
る
』
二
、
一
九
九
四
年
。

（
14
）
橿
原
市
千
塚
資
料
館
『
平
成
９
年
度
特
別
展

藤
原
京
―
最
近
の
調
査
成
果
よ

り
―
』
、
一
九
九
八
年
。

（
15
）
喜
田
貞
吉
「
藤
原
京
考
証
」
『
歴
史
地
理
』
二
一
―
一
・
二
・
五
、
一
九
一
三

年
。

（
16
）
井
上
和
人
「
古
代
都
城
制
地
割
再
考
」
『
研
究
論
集
Ⅶ
』
奈
良
国
立
文
化
財
研

究
所
学
報
第
四
一
冊
、
一
九
八
四
年
。

（
17
）
前
掲
註
（
９
）
「
古
代
都
市
「
藤
原
京
」
の
成
立
」
。
小
沢
氏
の
研
究
は
、
条
坊

地
割
遺
構
が
出
土
し
た
各
遺
跡
や
、
条
坊
道
路
の
幅
員
の
規
格
性
な
ど
に
つ
い
て
、

よ
り
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
18
）
黒
崎
直
「
藤
原
京
六
条
大
路
の
幅
員
に
つ
い
て
」
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

年
報

一
九
九
六
』
、
一
九
九
七
年
。

（
19
）
前
掲
註
（
10
）

（
20
）
前
掲
註
（
14
）

（
21
）
浅
野
充
「
古
代
日
本
・
朝
鮮
に
お
け
る
国
家
形
成
と
都
市
」
『
朝
鮮
史
研
究
会

論
文
集
』
三
〇
、
一
九
九
二
年
、
な
ど
。

（
22
）
旧
稿
で
は
、
大
宝
律
令
の
編
纂
と
並
行
し
て
藤
原
京
も
設
計
さ
れ
た
と
考
え
た

が
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
撤
回
し
、
天
武
朝
に
設
計
さ
れ
た
と
考
え
る
。

（
23
）
石
見
清
裕
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
24
）
山
中
章
「
古
代
条
坊
制
論
」
『
考
古
学
研
究
』
三
八
―
四
、
一
九
九
三
年
（
の

ち
「
条
坊
制
の
変
遷
」
と
改
題
し
て
『
日
本
古
代
都
城
の
研
究
』
柏
書
房
、
一
九

八
八
年
に
再
録
）
。

（
25
）
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
「
小
墾
田
宮
推
定
地
の
調
査
」
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発

掘
調
査
報
告
Ⅰ
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
二
七
冊
、
一
九

七
六
年
。

（
26
）
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
「
和
田
廃
寺
の
調
査
」
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査

概
報
』
五
、
一
九
七
五
年
。
お
よ
び
、
同
「
和
田
廃
寺
第
二
次
の
調
査
」
『
飛
鳥
・

藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
六
、
一
九
七
六
年
。

（
27
）
竹
田
政
敬
「
右
京
十
二
条
四
坊
」
『
大
和
を
掘
る
―
一
九
九
二
年
度
発
掘
調
査

速
報
展
一
三
―
』
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
、
一
九
九
三
年
。

お
よ
び
、
同
「
藤
原
京
十
二
条
大
路
と
山
田
道
」『
堅
田
直
先
生
古
希
記
念
論
文
集
』

真
陽
社
、
一
九
九
七
年
。

（
28
）
橿
原
市
千
塚
資
料
館
「
田
中
廃
寺
（
第
３
次
）
」『
か
し
は
ら
の
歴
史
を
さ
ぐ
る
』
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二
、
一
九
九
四
年
。

（
29
）
中
村
太
一
「
大
和
国
に
お
け
る
計
画
道
路
体
系
の
形
成
過
程
」
『
国
史
学
』
一

五
五
、
一
九
九
五
年
（
の
ち
『
日
本
古
代
国
家
と
計
画
道
路
』
吉
川
弘
文
館
、
一

九
九
六
年
に
再
録
）
。

（
30
）
館
野
和
己
「
長
屋
王
家
木
簡
の
舞
台
」
（
宮
川
秀
一
編
『
日
本
史
に
お
け
る
国

家
と
社
会
』
思
文
閣
出
版
、
所
収
）
一
九
九
二
年
。

（
31
）
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
「
長
屋
王
邸
の
住
人
と
家
政
運
営
」
『
平
城
京
長
屋

王
邸
跡
―
左
京
二
条
二
坊
・
三
条
二
坊
発
掘
調
査
報
告
―
』
本
文
編
、
吉
川
弘
文

館
、
一
九
九
六
年
、
な
ど
。

（
32
）
前
掲
註
（
14
）

（
33
）
前
掲
註
（
３
）
。
お
よ
び
、
中
井
一
夫
・
松
田
真
一
「
藤
原
京
関
連
条
坊
遺
構

の
調
査
」
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
一
九
七
九
年
度
』
一
九
八
一
年
。

（
34
）
林
部
均
「
藤
原
京
の
周
辺
で
み
つ
か
る
条
坊
遺
構
に
つ
い
て
」
『
関
西
大
学
考

古
学
研
究
室
開
設
四
拾
周
年
記
念

考
古
学
論
叢
』
関
西
大
学
、
一
九
九
三
年
。

お
よ
び
、
相
原
嘉
之
「
藤
原
京
か
ら
新
益
京
へ
―
そ
の
京
域
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
」

『
文
化
財
学
論
集
』
文
化
財
学
論
集
刊
行
会
、
一
九
九
四
年
。

（
35
）
楠
元
哲
夫
「
藤
原
京
の
京
域
」
『
橿
原
市

院
上
遺
跡
』
奈
良
県
文
化
財
調
査

報
告
書
第
四
〇
集
、
一
九
八
三
年
。
お
よ
び
、
仁
藤
敦
史
「
倭
京
か
ら
藤
原
京
へ

―
律
令
国
家
と
都
城
制
―
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
四
五
、
一
九
九

二
年
（
の
ち
『
古
代
王
権
と
都
城
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
に
再
録
）
。

（
36
）
前
掲
註
（
４
）
。
お
よ
び
、
前
掲
註
（
５
）
。

（
37
）
前
掲
註
（
６
）

（
38
）
石
崎
高
臣
「
国
号
「
日
本
」
の
成
立
と
意
義
」
『
国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要
―

文
学
研
究
科
―
』
二
六
、
一
九
九
五
年
、
な
ど
。

（
39
）
本
位
田
菊
士
「
天
皇
号
の
成
立
と
ア
ジ
ア
」
（
荒
野
泰
典
・
石
井
正
敏
・
村
井

章
介
編
『
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
史
Ⅱ

外
交
と
戦
争
』
東
京
大
学
出
版
会
、
所
収
）

一
九
九
二
年
、
な
ど
。

（
40
）
大
町
健
「
律
令
制
的
国
郡
制
の
特
質
と
そ
の
成
立
」『
日
本
史
研
究
』
二
〇
八
、

一
九
七
九
年
（
の
ち
『
日
本
古
代
の
国
家
と
在
地
首
長
制
』
校
倉
書
房
、
一
九
八

六
年
に
再
録
）
、
な
ど
。

（
41
）
前
掲
註
（
35
）
仁
藤
論
文
。

（
42
）
金
田
章
裕
『
古
代
日
本
の
景
観
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
。

（
43
）
前
掲
註
（
35
）
仁
藤
論
文
。

（
44
）
『
古
梓
堂
文
庫
文
書
』
（
大
東
急
記
念
文
庫
現
蔵
。
『
平
安
遺
文
』
一
―
二
、
所

収
。
）

（
45
）
『
中
村
家
文
書
』
（
『
大
日
本
古
文
書
』
三
―
一
二
六
、
お
よ
び
『
寧
楽
遺
文
』

七
四
六
、
所
収
）
。

（
46
）
岸
俊
男
「
日
本
に
お
け
る
『
京
』
の
成
立
」
『
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本

古
代
史
講
座
』
六
、
学
生
社
、
一
九
八
二
年
（
の
ち
『
日
本
古
代
宮
都
の
研
究
』

岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
に
再
録
）
。

（
47
）
井
上
光
貞
「
日
本
律
令
の
成
立
と
そ
の
注
釈
書
」
（
井
上
光
貞
・
関
晃
・
土
田

直
鎮
・
青
木
和
夫
校
注
『
律
令
』
岩
波
書
店
、
所
収
）
一
九
七
六
年
。

（
48
）
八
木
充
『
古
代
日
本
の
都
』
講
談
社
、
一
九
七
四
年
。
金
子
裕
之
『
木
簡
は
語

る
』
（
歴
史
発
掘
12
）
講
談
社
、
一
九
九
六
年
。

（
な
か
む
ら
・
た
い
ち

国
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
）


